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高宮信三郎､余 ′ 涌 (順天堂大 ･医･寄生虫)
平成7年度はブタ回虫体腔液から寄生虫抗原の
分画と精製をさらにすすめ.致種の抗原蛋白のう
ち,主要な一成分を柏封することができた.′ま
た,得られた朽穀抗原を用いて血 YiLTDリンパ球培
萩系におけるrgE産生誘導を持1割こして有効性を検
討した｡ 杓封の節-ステップとして多丘の分画
に適 しているセファデックスG･75カラム(15×
105m)によりブタ回虫体腔液を分画したところ,
分子丑の大きい胴に4つの主要ピーク (それぞれ
ピークⅠ,Ⅰ,ⅠI,Ⅳ)として分離溶出された｡そのうl
ちピークⅣにはSDS-PAGE上 分子皿15,13,lox
の成分が溶出され.そのうち主要成分である10K
成分は単一成分として栢魁することができた｡精
製した10Ⅹ成分のN末端アミノ酸配列を分析したと
ころ,体腔液アレルゲンABA-1のN末端21残基と完
全に一致した｡Am -1はKenndyらによると回虫成
虫体腔液中にもっとも多血に存在する蛋白質で.
また,血 yJ'LTD培養した組織侵入期の幼虫によって
も遊離されるといわれている｡
